
本
市
の
資
源
を
生
か

し
、国
の
計
画
に
あ
る
よ
う

食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ

る
に
は
、不
耕
作
地
対
策
が

重
要
。

不
耕
作
地
対
策
は
具
体
的

に
何
に
取
り
組
む
の
か
。

地
域
計
画
の
目
標
地
図

作
成
の
た
め
に
、将
来
の
農

業
経
営
の
意
向
調
査
を
実

施
。貸
出
し
希
望
の
農
地
を

担
い
手
に
結
び
つ
け
、不
耕

作
地
の
予
防
及
び
農
地
利

用
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
。

津
島
市
が
取
り
組
ん
だ

農
地
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
の
検

討
状
況
は
。

耕
作
放
棄
地
の
主
な
理

由
は
、農
地
所
有
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、労
働
力

不
足
と
認
識
し
て
い
る
。

津
島
市
の
制
度
を
し
た

と
し
て
も
応
募
者
が
な
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。

農
地
中
間
管
理
機
構
に

対
し
て
、市
か
ら
農
地
を
出

す
形
で
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、な
か
な
か

担
い
手
が
い
な
い
。

優
良
な
農
地
を
今
後
守
っ

て
い
く
た
め
に
、中
間
管
理

機
構
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
、

農
業
の
発
展
を
考
え
て
い

る
。

空
い
て
い
る
土
地
と
台

帳
が
ず
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。所

有
者
に
登
録
す
る
よ
う

P
R
で
き
な
い
も
の
か
。

所
有
者
に
農
地
を
中
間

管
理
機
構
に
預
け
て
も
ら
う

こ
と
で
、一団
の
優
良
な
農
地

を
形
成
し
た
上
で
、担
い
手

に
何
と
か
手
渡
し
た
い
。

担
い
手
の
増
加
に
は
、

新
規
就
農
や
農
業
法
人
化

が
あ
る
。農
業
法
人
誘
致
を

含
む
法
人
化
の
取
り
組
み

は
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
※
で

は
、平
成
31
年
度
は
22
年
度

の
約
4
倍
の
2
万
3
4
0
0

法
人
で
、法
人
化
が
か
な
り

進
ん
で
い
る
。

※
公
的
機
関
に
よ
り
行
わ
れ

る
大
規
模
調
査

本
市
で
の
法
人
化
の
答

弁
で
は
な
い
。市
内
で
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
業
の
専
門
で
あ
る
、

あ
い
ち
海
部
農
業
組
合
、県

の
営
農
指
導
課
と
か
に
相
談

を
し
て
い
き
た
い
。

攻
め
の
農
業
も
必
要
。

県
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

輸
出
の
取
り
組
み
は
。

海
外
市
場
の
ニ
ー
ズ
把

握
や
輸
出
用
加
工
品
の
検

討
、ト
ラ
イ
ア
ル
輸
送
等
の

取
り
組
み
を
検
討
。農
産
物

輸
出
支
援
事
業
補
助
金
を

新
規
事
業
と
し
て
実
施
す

る
。

一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

農
産
物
輸
出
の

取
り
組
み
は

農
産
物
輸
出
の

取
り
組
み
は

不耕作地解消への
取り組みは

中間管理機構を活用し、担い手と繋げる

中村　文武議員

産業建設部長
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